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高齢者において、認知症に誤診されうる発達障害

が存在することを世界に先駆けて報告 
 

（ポイント） 

⚫ 認知症専門外来を認知症疑いで受診した患者446名のうち、7名（1.6%）

が発達障害（ADHD）であったことが判明した。  

⚫ 先天的な疾患と考えられている発達障害が、加齢により後天的に顕在化

する可能性があることが示唆された。  

⚫ ADHDと診断された高齢患者の約半数が、治療薬により症状が改善した。 

 

（概要説明） 

熊本大学病院神経精神科の佐々木博之特任助教、同大学大学院生命科学研

究部神経精神医学講座の竹林 実教授らの研究グループは、認知症が疑われ

熊本大学病院の認知症専門外来に紹介された 446名の患者について調査研究

を行ったところ、7名（1.6%）の患者が認知症ではなく、発達障害の一つであ

る注意欠陥多動性障害（ADHD）であったことを世界に先駆けて報告しました。

このことにより、先天的な疾患と考えられている発達障害が、加齢により後

天的に顕在化する新しい可能性が示唆されました。さらに、認知症と誤診さ

れうる発達障害の高齢患者の約半数は、 ADHDの治療薬で症状が改善したこと

から、適切に診断し治療を行うことで回復する可能性があることが明らかと

なりました。本研究は、高齢者診療において重要な知見であると考えられま

す。 

本研究成果は令和4年5月24日に英国科学雑誌「BMC Psychiatry」に掲載さ

れました。 

本研究は文部科学省科学研究費助成事業の支援を受けて実施したものです。 

 

（説明） 

 熊本大学の研究グループは、以前、高齢者において認知症のように誤診さ

れうる発達障害患者を見出し、症例報告を行いました（ Sasaki H,et al. 

2020）。その症例では、これまで日常生活でそれほど大きな支障がなかった

60歳前後の会社員が、徐々に物忘れや不注意が目立つようになり、認知症を

疑われて認知症専門外来を受診しました。詳細な検査や検証の結果、認知症

ではなく、加齢により顕在化したADHDと診断されました。さらに、ADHDの薬

物療法後は物忘れや不注意の症状が改善し、復職することができました。発



達障害と認知症では、治療薬や予後が大きく異なるため、その鑑別をするこ

との意義は大きいと考えられています。 

この知見を踏まえて、今回、高齢者において認知症のように誤診されうる

発達障害患者がどの程度存在するかを明らかにする目的で、熊本大学病院認

知症専門外来を認知症の疑いで受診された 446名を対象に調査研究を行いま

した。具体的には下記の図に示す手順のように、患者をまず認知症を専門と

する医師が診察して認知症の有無を見極め、認知症が否定的とされた患者を

発達障害を専門とする医師が評価するという研究です。結果、7名（1.6%）が

後天的に顕在化した ADHDであったことが判明し、そのうち約半数に ADHDの治

療薬の効果がありました。以上から、認知症と誤診されうる ADHDの患者は決

して稀ではないということ、さらに、適切な治療を行えば高い確率で回復が

可能であることが示唆されました。 

 

（今後の展望） 

 今後さらに、大規模な調査を行い有病率を明らかにし、認知症に誤診され

うる発達障害患者の存在を社会へ啓蒙することが必要であると考えられま

す。また、高齢者の発達障害を適切にかつ簡便に鑑別するツールの開発が急

務です。 

 

熊本大学病院認知症専門外来を受診した患者 446名

認知症の専門家による診察

精神疾患または器質疾患

（うつ病、適応障害、脳腫瘍など）

39名

基準

認知症の専門家の初診で

３７例の若年性アルツハイマー型認知症（EOAD）の疑い

基準を満たした者

81名

基準を満たさない者

326名

基準

・認知症スクリーニング検査が

26点以上
・頭部MRI 異常なし

・神経学的兆候 異常なし
・精神症状 異常なし

81名の患者のカルテを発達障害の専門家が精査

軽度認知障害

または 異常なし

57名

ADHDの疑い

９名

アルツハイマー型

認知症 5名

（EOAD 3名を含む）

その他 10名

(睡眠時無呼吸症候群、てん

かん、一過性全健忘など)

アルツハイマー型

認知症 166名

（EOAD 19名を含む）

レビー小体型認知症

31名

前頭側頭型認知症

12名

正常圧水頭症

1４名

脳血管性障害

2４名

軽度認知障害

61名

神経疾患 18名

（パーキンソン病、進行性核上性麻

痺、大脳皮質基底核変性症など）

9名の患者を発達障害の専門医が診察

ADHD

7名

ADHDでない

（解離性障害と欠席者）

２名

投薬あり

５名
投薬なし

２名

投薬効果あり

３名

投薬効果なし

１名

投薬中断

１名
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